
２０１３年３月２８日 

株式会社アイ･ディ･エス 

「徳島県から世界を目指す国産オープンソースソフトウェアの挑戦」 

  ～ Rubyを軸にしたオープンソースビジネス戦略【序章】 ～ 



株式会社アイ・ディ・エスについて 

本社（徳島市） 

松江支社（松江市） サイトブリッジ（三鷹市） 

※2013年1月から東京デスクに 

  常勤社員を設置 

東京デスク（西五反田） 



会社紹介 

会社名 

設立 

資本金 

代表取締役 

所在地 

 

支社 

 

 

社員数 

事業内容 

 

関連会社 

株式会社アイ・ディ・エス 

２０００年３月２３日 

２，８００万円 

貴田 秀資 

〒770-0942 徳島県徳島市昭和町3丁目6-5 

       板東ビル2階 

松江支社 

〒690-0003 島根県松江市朝日町498 

       松江センタービル3階 

３０名 

オープンソースソフトウェア開発、ホームページ制作、 

Webシステム開発、地域ブログサイト運用 

サイトブリッジ株式会社 

〒181-0012  東京都三鷹市上連雀2-6-7 HO三鷹303号 

※2012年6月18日に引っ越ししました。 



開発プラットフォームの沿革 

2000年 2003年 2006年 2009年 2012年 

IIS 

LAPP 

LAMP 

LAMR 

徳島県庁ホームページ
リニューアル 

Lotus Notes（ノーツ） 

ブログシステムの開発
に着手 Joruriの開発に着手 

携帯サイト、ＤＶＤ通販サイト、 

求人サイト、ショッピング情報サイトなど 
全文検索エンジン、動画ストリーミング配信、 

動画ライブ配信、携帯ＣＭＳなど 

ブログシステム、地域ブログポータル、 

開発用フレームワークなど 

ＣＭＳ、グループウェアなど 



事業の沿革 

2000年 2003年 2006年 2009年 2012年 

システム受託開発 

ホームページ制作 

オープンソース 

サーバ運用・保守 

自社サーバ室を設置 自社サーバ室からハウジングへ移行 

ブログシステム、
Joruri CMS上で構築 

儲かる？儲からない？
とりあえずの船出 

受託開発（システム開発か
らホームページ制作まで） 

専門職というより何でも屋 

専任のデザイナーを雇用、クリエイターも増員 

ネットワーク班として独立した部署へ 

技術調査系、開発系など役割を分担 

ヘルプデスクの設置 



Joruriが生まれた経緯 

・２００８年７月 徳島県ホームページ再構築業務 

  をプロポーザルで受注 

 

・当初は、島根県ＣＭＳをカスタマイズする案件 

 

・解析の結果、徳島県発のプロダクトにすることを提案 

 

・著作権を両者で共有 

 

・ロゴの商標登録を両者で取得 



Joruriについて 

Japan Originated Ruby-based RESTful and Integrated CMS 
日本で開発された、Ruby言語を使った、RESTの考えに従った、統合的なCMS 

登録5304048号 

人形浄瑠璃の三人遣い 

２０１０年３月２３日 GNU GPL V3ライセンスでオープンソース公開 



Joruriプロダクト紹介 

ホームページ作成システム 

ウェブメール 

ビデオライブラリ 

プロジェクト管理＆コミュニティ 

グループウェア 



Joruri CMS 

・２０１０年３月２３日オープンソース公開 

 

・第３回フクオカRuby大賞 優秀賞受賞 

 

・定期的なバージョンアップ（公開から計３１回） 
 

・日本全国で１２０団体以上が利用 

 

・Ruby 1.9.1 Ruby on Rails 2.3.5で稼働 



Joruri CMSの主な特徴 

（１）記事（標準の入力フォームセット） 

（２）記事の分類（組織、分野、属性、地域） 

（３）静的ＨＴＭＬファイル出力 

（４）記事の承認フロー 

（５）「ふりがな」、「よみあげ」などのバリアフリー機能 

（６）携帯ページ、スマートフォンページの自動生成 

（７）カテゴリ別のRSS配信 

（８）LDAP同期による簡易なユーザ管理 

（９）豊富な機能（メールマガジン、掲示板、アンケートなど） 

（１０）大規模災害モードを搭載 



（１）記事（標準の入力フォームセット） 

公開した記事ページ 記事登録画面 

タイトルと内容の入力 

ファイルアップロード 

分野・属性・地域他 

Google マップの組み込み 

携帯向けの記事入力 

編集可能グループの設定 

承認者の設定 

公開開始終了日時の指定 

関連ワード、関連記事 

連絡先の登録 

HTMLインポート 



（２）記事の分類（組織、分野、属性、地域） 

分野ページ 
分野ページ 

組織ページ 
組織ページ 

地域ページ 
地域ページ 

記事ページ 

カテゴリは、記事一覧ページで、
複数階層にすることも可能 

属性ページ 

４種類のカテゴリで
記事ページを分類 

トップページ 



（２）記事の分類（組織、分野、属性、地域） 

分野 組織 属性 地域 



（３）静的ＨＴＭＬファイル出力 

インターネット側 

庁内側 

内部ＣＭＳ 

外部ＣＭＳ 

同期処理 

アンケートフォームなどの 

最低限のプログラム以外は 

全て静的ＨＴＭＬ 

プレビュー機能などで、公開 

前に内容を確認できる 

公開時間を指定して同期も可能 



（４）記事の承認フロー 

作成した
ページ 

担当者 承認者 

承認依頼をメールで通知 

メールのリンクをクリックして 

ページを閲覧し、承認 

承認結果をメールで通知 

① 

② 

③ 

公開処理 ④ 



（５）「ふりがな」、「よみあげ」などの 

バリアフリー機能 



（５）「ふりがな」、「よみあげ」などの 

バリアフリー機能 



（６）携帯ページ、スマートフォンページの自動生成 

管理画面でＰＣサイト向けの記事を作成しますと、
携帯、スマートフォン向けの記事が自動的に生成さ
れますので、更新が一度で済みます。 



（７）カテゴリ別のRSS配信 

ＲＳＳフィードを利用者のブラウザに設定していただくことで、サイトに 

アクセスしなくてもブラウザを立ち上げた瞬間に更新情報が表示されます。 



（８）LDAP同期による簡易なユーザ管理 

ＬＤＡＰ 

管理者 

認証基盤 

ユーザー登録・編集・削除 

Ｊｏｒｕｒｉ 

出力 

同期 

既にＬＤＡＰを使った認証基盤をご利用になられている場合は、 

ユーザー管理はＬＤＡＰと同期するだけで、完了します。 



（９）豊富な機能 

（メールマガジン、掲示板、アンケートなど） 

■メールマガジン 

・会員登録・解除機能 

・ＰＣと携帯向けのメルマガ登録
機能 

 

簡単にメールマガジンを作成、送
信できます。 



（９）豊富な機能 

（メールマガジン、掲示板、アンケートなど） 

■ＦＡＱ 

・ＦＡＱ登録機能 

 質問、回答、関連リンクなど 

・分野絞り込み機能 

 

よくある問い合わせとその回答をＦＡＱとして掲載することで、
電話などの問い合わせを減らすことができます。 



（９）豊富な機能 

（メールマガジン、掲示板、アンケートなど） 

■アンケートフォーム 

・フォーム作成機能 

・質問作成機能 

・ＣＳＶ出力機能 

・メール転送機能 

・自動メール返信機能 

 

１つ１つの項目名、項目ごとの選 

択肢、テキストフォーム、テキス 

トエリアの設定を管理画面で簡単 

にできます。 

 

フォームに入力された情報はＣＳ 

Ｖで一括出力したり、メールで自 

分のアドレスに転送したりできま 

す。 



（１０）大規模災害モードを搭載 

災害の状況に合わせて表示する内容を選択 

できる。 

 

・緊急アナウンス 

・緊急アナウンス＋緊急情報 

・大規模災害モード表示を行い、災害時に 

 必要なリンクを掲載 

 画像は全て非掲載とし、携帯からでも 

 見えるくらいに容量を削減 



その他の特徴 

自治体の雛形テン 

プレートを提供 

ワープロライクな入力画面 

※TinyMCEを採用 



Joruri CMSの導入実績 

徳島県の自治体クラウドとして採用 

※2013年3月末で１４自治体が利用 

岩手県大槌町ホームページをパブリック・ 
クラウド上で再構築 



Joruri Gw 

・２０１１年５月２３日オープンソース公開 

 

・第４回フクオカRuby大賞 優秀賞受賞 

 

・徳島県庁、三重県庁など約１７団体が利用 

 

・９月２５日にバージョンアップ版２．０をリリース 

 

・Ruby 1.9.3 Ruby on Rails 3.2.7で稼働 



Joruri Gw開発の経緯 

徳島県庁は、ロータスノーツのライセンス更新費の捻出を諦め、前年度開発していた 
Joruriプラットフォーム上での独自グループウェアの開発を決断しました。 
２００９年４月 「Joruri Gw」の開発をスタート 
          当初からアジャイル開発を行い、自治体にとって最適な利用モデルを模索 
 
２０１０年４月 徳島県庁内で「Joruri Gw」の試験稼働をスタート 
          既存のロータスノーツから個別システムの切替を段階的に実施 
 
２０１０年１０月 ロータスノーツのメールを「Joruri Mail」に切替 
          切替後、様々なフォーマットのメールに悩まされるが、アジャイル開発に 
          よる恩恵もあり、２～３ヶ月で問題は収束 
 
２０１１年３月 ロータスノーツを停止 
         「Joruri Mail」をオープンソースソフトウェアとして公開（ＧＮＵ ＧＰＬ Ｖ３） 
 
２０１１年５月 「Joruri Gw」をオープンソースソフトウェアとして公開（ＧＮＵ ＧＰＬ Ｖ３） 
          徳島県独自の機能と思われるものを除外 



費用削減効果の事例 

・徳島県庁 

 ライセンス更新費が０に 

 運用保守費も１０００万円近く削減 

 

・三重県庁 

 初期導入費が、３０００万円近く削減 

 しかし、カスタマイズは各機能ごとに細かく実施 

 オプションを導入し、低コストでサービスが向上 



具体的なコスト削減ポイント 

・自治体職員が練り込んだユーザーインターフェイス 

 

・ＴＣＯの観点から運用時の利便性を重視 

 

例えば、スケジューラを使って予定を登録しようとした場合、同時に下記のことが実現さ
れます。 

 ・会議室予約への反映  ・公用車予約への反映  ・備品予約への反映 

 ・幹部予定表や課の予定表などへの反映  ・週間月間行事予定表（マスコミ提供）へ
の反映 

 ・会議等案内システム（オプション）への反映 

 ・携帯電話、スマートフォンからの確認 

会議等案内システム スマートフォン画面 課の予定表 週間月間行事予定表 



Joruri Gwの特徴（１） 

ＰＣ版画面 

各アプリケーションをわかりやすくアイコン表示。クリック
すると欲しい情報に移動します。 

自分に関係する情報が、各アプリケーションからリマイ
ンダーに集められます。情報の管理が非常に簡単です。 

スマートフォン版画面 

初期データから自治体に最適なメニューが用意されていますので、すぐに使えます 



Joruri Gwの特徴（２） 



Joruri Gwの導入実績 

三重県 徳島県阿波市 徳島県 

利用者：約４２００人 

ロータスノーツから 

リプレイス 

２０１０年４月から稼働 

利用者：約６５００人 

地元ベンダーと協力して 

導入 

２０１２年４月から稼働 

利用者：約４００人 

Active Directoryとの 

連携を実現 

２０１２年４月から稼働 

上記以外に、徳島県教育委員会、あいち電子自治体推進協議会などに導入 



Joruri Gwオプション「会議等案内システム」 

会議等案内システムの表示画面 

飯泉知事によるシステム点灯イベントの様子 

徳島県では、「Joruri Gw」のスケ

ジューラーと連携して、来庁者向け
の会議等の案内を行う「会議等案
内システム」を公開しています。 
 



Joruri Gwオプション「在庁表示システム」 

徳島県議会議員在庁表示（タッチ式ディスプレイ） 

「Joruri Gw」上で、議員の在庁・不 
在のステータス変更や、議員名及 
び政党名等の管理が行えます。 

「Joruri Gw」と議員在庁表示システムの連携イメージ 



Joruri Mail 

・２０１１年３月２３日オープンソース公開 

 

・Joruri Gwのメール機能をプロダクトとして提供 

 

・徳島県庁、大阪府交野市など１０団体が利用 

 

・Ruby 1.9.2 Ruby on Rails 3.0.0で稼働 

 

・ウェブメールのためＩＭＡＰサーバが必要 



Joruri Mailの特徴（１） 



Joruri Mailの特徴（２） 

【オプション】 
Joruri Mail Checker 
 
タスクトレイに常駐して 
リアルタイムに受信を 
知らせてくれます。 



Joruri Mailの特徴（３） 

【オプション】 
Joruri Mail Store 

 

クライアントＰＣにメール 

をダウンロードし、検索 

機能を使って、メール削 

除、フォルダ移動などの 

整理をした上で、ＩＭＡＰ 

サーバにメールを戻す 

などの運用が可能です。 



  

・２０１２年１１月８日オープンソース公開 

 

・Joruri Gwとの連携を強化 

 

・２０１２年２月１日から徳島県庁で利用開始 

 

・Ruby 1.9.2 Ruby on Rails 3.0.0で稼働 

 

・MongoDBをデータベースに採用 



 Joruri Plus+の特徴（１） 



 Joruri Plus+の特徴（２） 



 Joruri Plus+の特徴（３） 

・自分に関係のある情報は、 

集約されタイムライン形式 

で表示されます。 

 

・自分を中心に、組織、プロ 

ジェクト、グループなど様々 

な形態での情報共有が可 

能となります。 

 

・後で確認したい情報には 

ブックマーク貼れます。 

 

・関係者に同じ情報を共有 

してもらうためにシェアをで 

きます。 



  

・２０１２年１１月８日オープンソース公開 

 

・Joruri Gw、Joruri Plus+との連携 

 

・２０１２年８月２２日から徳島県庁で利用開始 

 

・Ruby 1.9.2 Ruby on Rails 3.0.0で稼働 

 

・メディアプレイヤーとしてJWPlayerを採用 



 Joruri Videoの特徴 

・動画ファイルの管理を行う 

ウェブシステム。 

 

・動画をアップロードすると 

自動的にflv形式に変換され、 

誰でも簡単に動画の公開 

閲覧ができます。 

 

・動画にコメントをつけたり 

指定した時間に表示されて 

いる画面をサムネイルとし 

て取り込む機能があります。 

 

・一定期間でランキング表示 





なぜオープンソース？なぜＲｕｂｙ？ 

・徳島県は、ノーツライセンスの更新を断念。 

 

・島根県ＣＭＳのカスタマイズからスクラッチ開発へ。 

 Joruri CMSの誕生（オープンソースの世界へ、同時 

 にRuby言語という仕様指定からRubyの世界へ）。 

  

・ＣＭＳプラットフォームを用いて、グループウェアと 

 メールの開発を決断（アジャイル開発の適用）。 

 

・コスト削減から業務品質の向上へ。 

 SNSと動画ライブラリを開発（mongoDBの採用）。 



オープンソースのメリットは？ 

・商圏の拡大 

 Joruriが営業ツールとして独り歩き 

 地域のベンダーさんとの連携 

 新規見積もり依頼が増加 

 

・事業の多様性 

 サポートサービス・講習会の収益化 

 クラウドサービスの提供 

 他社へのソリューション提供 

 他社パッケージとの連携 



問い合わせ状況 
Joruri CMS：１３社 
Joruri Gw  ： ３社 
Joruri Mail： ４社 

Joruri CMS：１７社 
Joruri Gw  ： ４社 
Joruri Mail： ２社 

Joruri CMS：２３社 
Joruri Gw  ：２０社 
Joruri Mail： ７社 

Joruri CMS：１３社 
Joruri Gw  ： ９社 
Joruri Mail： ３社 

Joruri CMS：２５社 
Joruri Gw  ： ７社 
Joruri Mail： ２社 

Joruri CMS： ９社 
Joruri Gw  ： ３社 
Joruri Mail： ０社 

Joruri CMS：１１社 
Joruri Gw  ： ８社 
Joruri Mail： １社 

Joruri CMS：１８社 
Joruri Gw  ： ５社 
Joruri Mail： ５社 

Joruri CMS：１１社 
Joruri Gw  ： ７社 
Joruri Mail： ４社 

２０１１年５月２３日～２０１２年５月３１日調べ 

のべ計２３４社 



オープンソースのデメリットは？ 

・思っていたよりコストがかかる 

 ソフトウェアのバージョンアップ 

 ＯＳＣなどへの出展（広報活動） 
 ウェブサイトなどでの情報提供 

 パンフレットなどの広報媒体作成 

 質問などへの無償対応 

 

・顧客の理解が必要 

 無料という言葉を嫌う方も 

 誰が保証するのかという質問も多数あり 



各プロダクトのバージョンアップ 

2010年 2011年 2012年 

Joruri CMS 

Joruri Mail 

Joruri Gw 



各プロダクトのバージョンアップ予定 

・Joruri CMS 

 2013年前期 Ruby及びRuby on Railsを更新 

 

・Joruri Gw 

 2013年5月 ワークフロー対応 

 2013年7月 組織変更対応 

 2013年時期未定 ThinReportsとの連携を実装 

 

・Joruri Mail 

 2013年時期未定 Deco Driveとの連携を実装  



今後公開予定のプロダクト 

・Joruri DB（2013年7月公開予定） 
 簡易データベースを簡単に作成できる 

 Joruri CMS、Joruri Gwなどと連携 

 MongoDBを採用 

 

・Joruri DMS（2014年公開予定） 
 災害時情報共有システム 

 自治体、警察、消防署、病院、薬局など、 

 関係者が災害状況を共有するシステム 

 OpenStreetMap、OpenLayersを採用  



Joruri DB（１） 



Joruri DB（２） 



Joruri DB（３） 



Joruri DMS（災害時情報共有システム）（１） 



Joruri DMS（災害時情報共有システム）（２） 



Joruri DMS（災害時情報共有システム）（３） 



ＯＳＣへの出展 
京都 

名古屋 

東京 

新潟 

島根 

福岡 

香川 

東京 

大分 

神戸 

東京 

仙台 

札幌 

京都 

名古屋 

沖縄 

広島 

島根 

東京 

福岡 

大分 

東京 

愛媛 

名古屋 

札幌 

島根 

東京 

広島 

福岡 

東京 

徳島 

2010/7/9・10  

2010/8/7  

2010/9/10・11  

2010/10/23  

2010/11/27  

2010/12/11  

2011/2/5  

2011/3/4・5  

2011/3/19  

2011/4/16  

2011/5/7  

2011/5/21  

2011/6/11  

2011/7/15・16  

2011/8/20  

2011/9/10  

2011/10/1  

2011/11/12  

2011/11/19・20  

2011/12/3  

2012/2/11  

2012/3/16・17  

2012/3/24  

2012/5/11・12  

2012/6/16  

2012/9/1    

2012/9/7・8  

2012/10/13   

2012/12/8 

2013/02/22・23    

2013/03/09   

・ブランディング 

・協力ベンダーの発掘 

・他のオープンソースの 

 情報収集など 



Joruri公式サイト 

http://joruri.org/ 

・ダウンロード 

・オンラインデモ 

・リリース通知 

・サポートサービス窓口 

・FAQ 

・導入実績など 



Ｒｕｂｙを軸にする意味 

・国産言語、ＩＳＯ取得ということから全国的に追い風 

 が吹いており、発注の機会が増えている。 

 

・Ｒｕｂｙの技術者は需要に対して供給が追い付いて 

 いないため、発注ルートが拡大している。 

 

 

・heroku、MOGOKなどPasSが拡大しており、クラウド 

との親和性が高い。 

Ｒｕｂｙ特需 

ビジネスチャンス 



実は、オープンソースと言いながらも 

・Joruri及び自治体ＯＳＳキットは、商材としての営業 

 ツール。 

 

・スクラッチも含めて受注ルートの拡大を模索。 

 

・既存パッケージのカスタマイズという形をとり、 

 出向ではなく、持ち帰り形態での受注を。 

 

・東京＞徳島、東京＞松江というニアショアモデル 

 の構築を。 



徳島の活性化を目指す 

２０１２年３月 徳島県情報産業協会にRuby普及研究 

         部会を設立 

 

２０１２年７月 とくしまOSS普及協議会を設立 

 

２０１３年３月 オープンソースカンファレンス徳島を開催 

 

２０１３年６月 四国大学にてRubyの授業を実施予定 

 

２０１３年８月 徳島でRuby合宿を実施予定 



東京、徳島、松江の関係図 

ニアショア 

ニアショア 

地域との連携 

地域との連携 

相互補完 



ご清聴ありがとうございました 

自治体ＯＳＳキットは、Rubyで開発された 

システムで構成されています。 


